








































































的なものの考え方を養うことを目的としていると思われる。また、Writing Centerや Counseling 
Centerのように学習面のみならず精神面のサポートも完備し、勉学を支える環境づくりも行っ
ているようである。
5　終わりに
本稿は、アメリカのリベラルアーツ教育について概観することを目的とした。そのため、リベ
ラルアーツカレッジ（LAC）と同じ四年制大学である総合大学の比較を通して、LACの特徴を
見出した。また、LACの一例としてアマースト大学の教育方法の概観を通して、学生自らが考
える環境が豊富であることを確認した。本稿はアメリカに着目したが、他国の実践方法を参考に
することは、日本におけるリベラルアーツ教育を捉える上で有効な方法であろう。
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